
  

 

 
平成 22 年 2月 9 日 

各       位 
                                                      会 社 名   イ フ ジ 産 業 株 式 会 社 
                                                           代表者名   代表取締役社長  藤井 徳夫 
                                                             （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号２９２４） 
                                                          問合せ先  常務取締役  総務部長 仁田坂  功 

                             （ＴＥＬ   ０９２-９３８-４５６１） 

 
平成２２年３月期 連結決算の開始に伴う業績予想の策定及び 

個別業績予想並びに配当予想の修正に関するお知らせ 
 

平成21年11月2日付けで日本化工食品株式会社の発行済株式の全部を取得し当社の子会社となったことに伴い、平
成22年3月期（平成21年4月1日～平成22年3月31日）連結業績予想を下記の通りとすることとしましたのでお知らせ
します。 
併せて、平成21年11月11日付当社「平成22年3月期第2四半期決算短信（非連結）」において公表いたしました平成

22年3月期（平成21年4月1日～平成22年3月31日）の個別業績予想及び配当予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 
１．平成 22 年 3 月期 連結業績予想（平成 21 年 4 月 1日～平成 22 年 3 月 31 日） 

                                   （単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

今回公表値（通期） (百万円) 

9,336 

(百万円)

882

(百万円)

870

(百万円) 

477 

(円 銭)

85.87

策定理由：平成 21 年 11 月 2 日付けで日本化工食品株式会社の発行済株式の全部を取得し当社の子会社となった 
ことに伴い、平成 22 年 3 月期(平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日)連結業績予想を今回公表い
たします。 

 

２．平成 22 年 3 月期 通期個別業績予想の修正等 
                                   （単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

前回発表予想(A) (百万円) 

9,021 

(百万円)

638

(百万円)

620

(百万円) 

342 

(円 銭)

61.73

今回修正予想(B） 9,021 861 850 465 83.82

増減額(B)－(A) ― 222 230 122  

増減率(％) ― 34.9 37.1 35.8  

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年 3 月期) 10,239 321 301 148 26.81

 

３．修正理由 

売上高については、平成 21 年 11 月 11 日公表の予想通り順調に推移しており予想値を修正しておりません。 
損益面については、集荷体制の強化など主原料の仕入体制の見直しを行ったことや、製造体制の見直し及び人

員の最適化による製造コストの削減が見込めることから、営業利益、経常利益、当期純利益の各利益予想を修正

いたします。 
 



４．配当予想修正 

 

①修正の内容 

   1株当たり配当金   

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

前回予想 

（平成21年11月11日発表） 

円 銭

― 

円 銭

0.00 

円 銭

― 

円 銭 

18.00 

円 銭

18.00

今回修正予想 ― ― ― 22.00 22.00

当期実績 ― 0.00 ―   

前期（平成21年3月期）実績 ― 0.00 ― 8.00 8.00

 

②修正の理由 

 当社は、株主に対する適切な利益還元は重要な経営目標と位置づけており、株主に対する利益還元としては、

経営体質の強化や今後の事業展開を勘案し、配当性向２５％～３０％を目標としております。 

 よって、上記のとおり当期純利益の増額が見込まれることから、期末配当予想を１株当たり２２円に増額させ

ていただく予定です。 

 

 

※本資料に記載している業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて判断した見通しであり、

これらは、今後の経済環境、業界環境、鶏卵市況の動向、競争状況等の変化により大きく異なる結果となる可能

性があります。 

 

以上 


